
誰ひとり取り残さない孤独孤立対策を～令和6年6月議会一般質問

コロナ禍をきっかけとして、繋がりの希薄化から多くの人々が孤独であったり孤立状態に

あることが顕在化され、社会全体の問題となっています。国においても「孤独・孤立対策推

進法」が制定・施行されました。法律では自治体の責任も明記され、寒川町でもしっかりと

この問題に取り組む必要があります。小泉しゅうすけは６月議会にて、孤独孤立対策につい

て寒川町内でも発生している様々な課題などを取り上げ、質問や様々な提案を行いました。

子ども達の困りごとに対して積極的な支援を
学校では先生達の日常的な見守りだけでなく、生活アンケートなども用いて子ども達の状況の

把握に努めています。また困りごとの内容によっては、町の関係課や関係機関との情報共有によ

る支援も行っています。相談窓口としては学校内、もしくは教育委員会などの電話相談がありま

すが、子ども達が相談しやすいネットを通しての相談体制を作る事を提案しました。

高齢者の方を地域で支える体制を
高齢者の方が増えていく中、独居や高齢者のみの世帯も増えています。町では独り暮らし高齢

者等への見守り活動の他、独り暮らしの方の緊急事態を知らせる緊急通報システムによる安否確

認や、お弁当の配達と共に安否確認を行う配食サービスなども行っています。

まずは町民の孤独・孤立状況の実態把握から
対策を進めるためには実態の把握が必要です。町では様々な相談や地域福祉計画の策定のため

のアンケートなども活用していますが、ネットでのアンケートなどを含めた調査を提案しました。

つながりサポーター制度で困った人を取り残さない町に
孤独孤立対策については、国や町だけでなく民間の団体などとも協力した官

民連携によって解決していくこと、そして人と人との「つながり」を実感でき

る地域づくりを行うことが政府からも目標として示されています。近所の誰か

が困っている時に気付いたら話しかけていく、そして窓口に繋いでいく、そう

した人を地域で増やしていく「つながりサポーター制度」の導入を訴えました。

困りごとの相談支援体制は？
町では相談内容によって福祉や介護、子育てや教育などそれぞれの担当課だけで

なく、社会福祉協議会や場合によっては県などの機関とも連携した支援体制を取っ

ています。子育て世帯や７０歳以上の一人暮らし高齢者の方の元には、町の側から

全ての世帯に訪問する形での相談支援事業も行っています。

寒川町議会議員

小泉しゅうすけ
議会報告２０２４年夏号



1978年8月2日生まれ 現在45歳。IT系大手メーカー勤務/ゲームシナリオライ
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町民センターにて８月１８日(日)１３時よりタウンミーティングを行います。小泉しゅう

すけからは議会や町政の動きなどの報告を、ご来場いただいた皆様からはご意見ご要望など

頂ければ幸いです。どなたでもご参加頂けます。多くの方のご来場をお待ちしております。

令和６年６月議会のご報告

寒川町議会では令和６年６月会議が６月４日から２１日まで行われました。本会議では定

額減税に伴う補足給付金や低所得世帯を支援する給付金、高齢者の方向けに新型コロナワク

チンの接種費用を軽減するための事業費などが盛り込まれた補正予算や寒川町議会基本条例

など、計７議案と１つの議員提出議案が審査され、全てが原案通りの採択となりました。

寒川町議会議員 小泉しゅうすけ
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202４年8月18日(日)13～15時
寒川町民センター 1F談話室

寒川男声合唱団 団員募集中です【広告】

寒川町で唯一の男性だけの合唱団です。南部公民館にて第１＆第３土曜日、
１３時半から楽しみながら練習しています。ぜひ皆さんも一緒に歌いましょう！

Web : https://samukawa-dansei.jimdofree.com/

令和７年４月からゴミの出し方が変わります
・資源ゴミの収集日が月二回になり、袋に入れてごみ集積所に出す形になります。
→これに伴い資源物置場は廃止され、衛生指導員制度も廃止となります。
・ごみ指定袋が新しくなり可燃と不燃は同じ袋になります。
→今お使いのごみ指定袋は令和７年５月末まで使えます。
・スプレー缶や剪定枝の収集日が新設されます。

その他様々な変更があります。説明会も開催さ
れます。詳しくはこちらのQRからご覧下さい→


